
率
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
の
勲
境
に
就
て
（
櫓
灘
）

轄耀

�
¥
論
ハ
巷
　
　
第
一
醗

鷲
二

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
の
國
境
に
就
て

増

田

JCil

雄

　
十
七
世
紀
の
中
葉
以
來
、
里
鋤
麓
江
上
流
地
方
に
於
て
、
接
閥
す
る
に
至
っ
た
露
支
爾
闘
は
、
そ
の
間
に
生
じ
た
中
間
地
帯
を
通
す
る
グ

ウ
リ
ア
路
、
ア
ム
ー
ル
蹴
に
よ
り
交
渉
、
紛
争
を
嶽
籍
し
（
詮
一
v
そ
れ
を
解
決
す
る
沁
め
に
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
に
於
て
、
支
那
に
と
っ
て
最
初

の
麗
裏
が
開
催
せ
ら
る
主
と
撃
つ
た
。
・
の
藁
、
降
霜
＋
八
年
芳
二
茜
具
灘
言
託
航
雌
雄
餌
吉
）
・
シ
ア

代
表
ゴ
ロ
ウ
ィ
ン
（
目
さ
。
恥
。
冨
≧
⑦
図
鴫
。
＜
津
。
び
Ω
9
0
〈
貯
支
郵
に
て
は
俄
昆
尼
、
又
は
費
罐
多
羅
と
書
す
）
と
支
那
代
表
索
額
圏
と
の

聞
に
調
印
せ
ら
れ
允
、
不
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
よ
っ
て
、
こ
の
無
闇
　
地
帯
は
詔
分
割
せ
ら
れ
、
ア
ル
グ
ン
河
と
ケ
ル
ベ
チ
河
が
爾
湖
川
の
國
境
と

決
定
さ
れ
だ
。
こ
の
ア
ル
グ
ン
河
は
…
問
題
で
は
な
い
が
、
ケ
ル
ベ
チ
河
が
當
時
爾
…
國
学
事
者
に
と
っ
て
如
何
に
理
解
さ
れ
て
み
た
か
は
、

多
大
の
問
題
の
存
す
る
塵
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
解
賛
す
る
た
め
に
は
、
當
時
の
地
理
的
知
識
ゐ
推
定
と
、
條
丈
の
地
理
的
考
誰
と
の
二
方

法
が
必
要
で
あ
る
。

　
當
時
の
地
理
的
知
識
を
推
定
す
る
資
料
と
し
て
は
一
六
六
七
年
め
ゴ
ー
3
ノ
フ
（
7
鋤
口
。
く
8
び
O
o
下
降
ロ
。
離
）
の
．
地
圃
と
＝
ハ
九
六
年
の
レ

マ
ゾ
フ
（
ω
Φ
旨
P
一
貫
拶
　
渕
①
高
目
N
O
h
h
）
　
の
地
産
が
あ
る
が
、
至
っ
て
原
始
的
な
簡
照
軍
な
圏
で
國
境
八
一
謹
に
は
直
構
帖
参
考
に
な
る
も
の
で
は
な

く
、
後
者
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
陥
斎
蔵
後
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
ケ
ル
ベ
チ
河
七
一
境
が
記
入
さ
れ
て
る
る
が
、
そ
の
位
伽
琶
が
、
ア
ル
バ
ヂ
ン
よ

（　“r‘．）　）



り
下
流
、
現
在
の
ゼ
ー
や
河
附
近
に
あ
り
、
嘗
瞬
，
．
罧
シ
ァ
側
の
ケ
ル
ベ
チ
河
の
位
置
に
耀
し
て
如
佃
一
な
る
程
鰹
灰
の
理
解
を
持
っ
て
る
た
か

貸
推
定
さ
れ
、
一
方
ア
ル
バ
ヂ
ン
確
保
の
國
内
一
策
の
た
め
の
表
現
と
も
考
へ
ら
れ
、
参
考
に
な
る
黙
が
少
い
（
詫
二
）
。

　
こ
れ
等
に
比
べ
る
と
、
こ
の
會
議
よ
り
約
二
十
年
後
に
、
こ
の
地
方
を
測
悔
し
允
と
湾
へ
ら
れ
る
耶
・
蘇
禽
士
の
報
告
を
基
礎
に
作
騒
し

允
デ
晶
ア
ル
ド
の
支
那
帝
國
全
誌
第
四
雀
隅
川
載
の
地
腫
は
遙
か
に
説
「
・
密
な
も
の
で
参
鷲
．
に
な
る
勲
が
多
大
で
あ
る
（
講
5
。

　
そ
の
第
九
關
［
（
露
満
…
交
界
地
方
）
の
中
に
、
「
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
黒
髭
に
よ
る
国
民
…
國
境
は
エ
ル
ゴ
ネ
（
南
薦
。
ま
）
河
と
ア
ヂ
ゲ
・
ケ
ル
ベ
チ

（
》
触
毅
鴛
φ
溶
興
ぴ
簿
。
露
）
河
と
で
あ
る
」
と
の
記
入
が
あ
り
、
そ
の
地
圓
に
は
ア
ル
グ
ン
河
よ
り
少
し
下
流
、
現
在
の
ア
マ
ザ
ー
ル
河
の
虞

に
》
9
q
貫
賃
？
潟
母
び
簿
〇
三
品
翻
鋤
と
あ
り
、
そ
の
東
側
に
諺
q
N
6
効
誉
幾
＄
O
建
鄭
。
富
、
爾
側
に
》
鎧
図
冨
。
ω
o
o
＜
騨
Φ
ω
と
記
し
、
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

爾
國
の
國
斜
な
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
。
し
か
る
に
奇
怪
な
こ
と
に
は
、
こ
の
圃
の
ア
ル
グ
ン
河
欝
よ
の
上
流
の
サ
ハ
リ
ン
ウ
ラ
に
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

側
よ
り
流
入
す
る
ア
ン
バ
・
ケ
ル
ベ
チ
（
渉
ヨ
ぴ
従
価
Φ
h
ぴ
簿
〇
終
話
貯
鋤
）
河
の
河
口
東
岸
に
界
標
を
思
は
せ
る
陣
形
の
闘
が
描
い
て
あ
る
の
で

あ
る
。
本
塗
の
基
礎
と
な
っ
た
康
煕
帝
の
皇
輿
藩
論
圏
（
浦
漢
合
壁
溝
内
府
…
統
輿
地
秘
圖
）
に
は
同
じ
く
、
ア
ン
バ
・
ケ
ル
ベ
チ
河
口
東

燦
に
界
標
の
詑
入
が
あ
砂
、
こ
の
系
統
の
翼
翼
十
三
排
園
に
は
安
巴
格
爾
馬
脚
整
序
の
河
期
と
額
堂
古
納
必
拉
の
河
口
和
製
に
界
標
の
記

入
が
あ
る
の
で
あ
る
ゆ

　
そ
こ
で
問
題
は
、
不
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
て
決
定
さ
れ
疫
國
境
が
、
ア
ル
グ
ン
河
口
よ
り
少
し
下
流
に
て
黒
衡
平
に
流
入
す
る
ア
ヂ
ゲ
・

ケ
ル
ベ
チ
河
（
ア
ヂ
ゲ
は
満
湖
語
で
小
）
か
、
ア
ル
グ
ン
河
以
よ
り
遙
か
上
流
に
て
シ
ル
山
河
（
現
在
の
河
川
名
）
に
余
流
す
る
ア
ン
バ
・
ケ

ル
ベ
チ
河
（
ア
ン
バ
は
灘
…
洲
語
で
大
）
か
と
糞
ふ
黙
に
麟
着
す
る
．
．

　
　
　
　
ぷ
劇
チ
ン
ス
ク
條
約
の
轍
剛
繁
識
に
激
て
（
櫓
鶏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
二
牽
轟
圧
巻
　
　
策
一
回
鷹
　
　
　
　
舐
蹴



　
　
　
ネ
〃
テ
ン
ス
〃
僚
約
の
酬
國
境
K
紳
脚
て
（
辮
樋
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俄
罪
一
一
十
六
巷
　
　
第
一
簸
継
　
　
　
　
瓢
鋤
四

　
こ
の
問
題
を
解
罪
す
る
允
め
に
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
鴬
野
の
富
農
を
地
理
的
に
吟
味
す
る
必
要
が
生
じ
て
罷
る
。
こ
の
愈
議
に
は
支
那
側
逓

諜
と
し
て
ゲ
ル
ビ
ロ
ン
（
Ω
Φ
昌
箆
。
旨
）
、
ペ
レ
イ
ラ
（
℃
Φ
窓
聖
節
）
等
の
敏
養
あ
る
耶
蘇
倉
士
が
随
行
し
沁
嘗
め
に
、
ラ
テ
ン
語
を
以
っ
て
交

渉
が
行
は
れ
、
從
っ
て
調
印
が
行
は
れ
た
條
約
正
応
は
ラ
テ
ン
文
に
て
、
そ
の
他
、
翼
シ
ア
側
よ
り
罧
シ
ア
丈
の
証
し
一
部
、
支
那
側
よ

り
滞
…
洲
丈
の
爲
し
一
部
を
交
換
し
充
の
で
あ
る
が
、
双
方
と
も
こ
れ
を
酬
雄
温
し
得
す
、
從
っ
て
爾
者
の
意
見
の
一
致
は
ラ
テ
ン
正
丈
に
於

て
の
み
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
建
設
さ
れ
充
國
境
界
標
に
ラ
テ
ン
、
満
…
洲
、
翼
シ
ァ
、
漢
丈
の
條
丈
が
刻
さ
れ
、
こ
蕊
に
漢
丈
の

條
文
が
残
れ
る
こ
と
N
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
こ
の
蒔
は
地
國
を
交
換
し
て
み
な
い
）
。

　
從
っ
て
擦
る
べ
き
望
事
は
ラ
テ
ン
丈
で
あ
る
の
で
、
先
づ
こ
れ
が
西
北
地
方
の
國
境
に
筆
写
の
あ
る
條
丈
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
如
く

で
あ
る
。
タ
タ
1
ル
人
に
ウ
ル
ム
（
＜
無
蓋
）
と
樗
ば
る
玉
チ
鶯
ル
ナ
（
O
言
諺
麟
）
河
に
近
き
サ
ガ
レ
ン
ウ
ラ
（
ω
簿
ひ
q
鉱
δ
⇒
＜
冨
）
河
に
注
ぐ
ケ

ル
ビ
チ
（
囚
醇
ぴ
圃
。
露
）
河
は
厳
密
國
間
の
限
界
を
形
成
す
…
…
而
し
て
同
じ
く
サ
ガ
レ
ン
ウ
ラ
河
口
、
上
．
方
に
て
殺
ぐ
ア
ル
グ
ン
（
窪
目
ひ
q
o
鄭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
．

河
は
そ
の
限
界
を
形
成
す
…
…
。

　
右
の
如
く
何
等
こ
の
ケ
ル
ベ
チ
河
を
決
定
す
る
詞
な
く
、
又
こ
の
禽
議
の
通
課
ゲ
ル
ビ
買
ン
の
日
記
（
デ
ェ
ァ
ル
ド
、
前
掲
書
、
第
…
四

巷
、
二
〇
一
頁
所
　
載
）
に
あ
る
佛
丈
條
丈
に
も
た
じ
ケ
ル
ベ
チ
河
と
あ
る
の
み
で
、
　
ロ
シ
ア
丈
に
は
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
（
Ω
o
嬬
び
騨
の
鋤
）
河
と
あ

り
、
漢
丈
に
は
格
爾
必
齊
河
と
あ
り
、
何
れ
に
よ
る
も
、
前
平
の
大
、
小
ケ
ル
ベ
チ
河
の
何
れ
と
も
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
（
詫
型
。

　
そ
こ
で
先
づ
爾
ケ
ル
ベ
チ
河
の
流
入
す
る
河
…
川
の
、
當
時
に
於
け
る
名
樗
よ
り
考
誰
を
進
め
ん
に
、
前
掲
の
如
く
ラ
テ
ン
丈
に
は
、
ケ

ル
ベ
チ
河
及
び
ア
ル
グ
ン
河
は
共
に
サ
ハ
リ
ン
ウ
ラ
河
に
流
入
す
る
と
あ
り
、
漢
丈
の
條
文
に
は
爾
者
と
も
に
里
…
瀧
江
に
注
ぐ
と
あ
る
。

（　5Ll　）



前
掲
の
デ
議
ア
ル
ド
の
第
九
園
に
は
、
こ
の
河
…
川
に
滑
っ
て
、
「
瀦
…
洲
人
は
サ
ハ
リ
ン
ウ
ラ
と
稽
し
、
支
那
入
は
黒
驚
江
と
稀
…
し
、
泣
シ
ア

人
は
ア
ム
ー
ル
と
櫓
す
る
」
と
記
入
し
て
み
る
が
、
シ
ル
．
力
河
の
記
入
は
見
ら
れ
な
い
。
而
し
て
現
在
の
シ
ル
カ
河
の
位
鐙
に
も
同
囲
に

は
サ
ハ
リ
ン
ウ
ラ
の
記
入
が
あ
り
、
當
時
こ
の
流
路
壼
部
が
サ
ハ
リ
ン
ウ
ラ
と
樗
せ
ら
」
れ
て
ぬ
允
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
ラ
テ
ン
條
文
に
は
払
朋
隔
爾
の
如
く
、
ケ
ル
ベ
チ
河
一
國
境
の
記
述
の
次
に
、
ア
ル
グ
ン
河
の
照
獄
撹
を
規
定
し
、
そ
の
岨
説
明
に
「
上
・
方
に
て
サ

ハ
リ
ン
ウ
ラ
に
流
入
す
」
と
あ
る
．
こ
の
「
上
方
に
て
」
（
の
鑑
b
鏡
）
は
ケ
ル
ベ
チ
河
よ
り
上
流
に
て
サ
ハ
リ
ン
ウ
ラ
に
流
入
す
る
意
味
で
は

な
い
か
と
考
へ
ら
れ
、
か
く
推
定
す
る
と
ケ
ル
ベ
チ
河
は
、
ア
ル
グ
ン
河
ロ
よ
ゆ
下
流
の
小
ケ
ル
ベ
チ
河
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ロ
シ
ア
條
丈
で
は
、
コ
ル
ビ
ツ
ア
河
は
シ
ル
ヵ
河
に
流
入
し
、
ア
ル
グ
ン
河
は
ア
ム
ー
ル
に
流
入
す
る
と
あ
り
て
、
こ
の
河
想
名
を
二

つ
に
分
ち
、
こ
れ
を
現
在
の
河
川
名
よ
り
鯉
撚
糠
す
れ
ば
、
ケ
ル
ベ
チ
河
は
ア
ル
グ
ン
河
口
よ
り
上
流
に
位
避
す
る
こ
と
製
な
り
、
大
ケ
ル

ベ
チ
河
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
前
者
と
矛
盾
し
、
ロ
シ
ア
側
に
不
利
な
結
…
果
と
な
る
。
果
し
て
當
時
、
現
在
と
同
じ
く
ア
ル
グ
ン
河
口
よ

り
上
流
を
シ
ル
カ
河
、
下
流
を
ア
ム
ー
ル
河
と
質
シ
ア
人
は
稽
し
て
み
た
か
は
疑
し
い
。
こ
の
二
つ
の
河
川
名
は
、
筆
者
の
愚
考
に
よ
れ

ば
、
ロ
シ
ア
人
の
黒
酒
江
流
域
進
繊
の
二
派
が
各
自
そ
の
土
人
の
河
川
名
を
簸
忘
し
た
も
の
で
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
よ
り
南
下
、
外
興
安
嶺
を

越
え
て
ゼ
！
ヤ
河
よ
り
黒
龍
江
に
田
て
來
允
も
の
は
、
こ
の
河
を
ア
ム
ー
ル
と
白
し
、
ザ
バ
イ
カ
ル
よ
り
東
遜
し
た
も
の
は
シ
ル
カ
河
と

余
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
っ
て
爾
河
川
名
に
も
確
罷
る
限
界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
皿
シ
ア
経
丈
に
て
は
コ
ル
ビ
ツ
ア

河
の
記
述
は
第
一
條
に
、
ア
ル
グ
ン
河
の
記
蓮
は
第
二
條
に
分
載
さ
れ
て
る
る
轍
よ
の
、
そ
の
作
者
の
相
違
も
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
ケ
ル
ベ
チ
河
の
位
鐙
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

　
　
　
率
か
テ
ン
ス
〃
條
約
の
㈱
商
調
K
就
て
（
櫓
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
六
毬
　
鯵
　
號
　
　
　
鷲
瓢
－

（55）



　
　
　
＊
ル
チ
ン
ス
ク
繰
約
の
羅
簸
〃
に
献
て
（
紛
腿
瞬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
篤
q
二
幸
六
懇
　
第
…
號
　
　
　
践
六
、

　
そ
こ
で
ケ
ル
ベ
チ
河
の
附
近
の
河
班
よ
り
推
定
し
な
け
れ
ば
な
お
敵
い
。
大
際
こ
の
世
一
講
…
常
時
、
ケ
ル
ベ
チ
河
は
爾
園
委
馬
匹
に
よ
っ
て

よ
く
蜘
ら
れ
「
飛
河
…
川
で
は
な
く
、
　
從
っ
て
ラ
テ
ン
條
丈
に
も
、
　
こ
の
ケ
ル
ベ
チ
河
の
位
罎
を
凡
小
す
か
伊
め
に
、
「
タ
タ
ー
ル
入
に
ウ
ル
ム
W
潤
と

辮
ば
れ
る
チ
ョ
ル
ナ
河
に
近
き
ケ
ル
ベ
チ
河
」
と
論
明
し
、
ケ
ル
ベ
チ
河
よ
わ
郵
っ
て
チ
罰
ル
ナ
河
の
方
が
一
般
に
知
ら
れ
て
み
た
河
川

な
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
。
皿
シ
ァ
條
文
に
は
チ
黒
ル
ナ
や
河
（
O
ず
Φ
裡
ロ
繋
団
鑓
ロ
シ
ア
語
で
黒
河
の
意
）
と
あ
る
の
み
に
て
ウ
ル
ム
河
の
読

歌
な
く
、
漢
丈
に
は
緯
恩
納
勘
「
鳥
倫
穆
河
と
ウ
ル
ム
河
の
方
を
主
と
し
て
肥
酬
り
、
ゲ
ル
ビ
ロ
ン
の
臼
記
の
フ
ラ
ン
ス
・
文
．
で
は
貯
ユ
〈
富
桟
Φ

囲
憾
爺
，
幾
隔
礎
臨
瞬
購
麟

唄
窪
窪
懸

　
　
　
　
　
　
こ

一
撃

＼
》
、
〆

《
＼
タ

　
＼
　
＼
、

州

（56）



O
げ
O
賊
β
鋤
鋤
℃
道
①
羅
伽
①
Φ
β
↓
舞
審
吋
Φ
O
賞
憎
O
賃
O
昌
と
あ
る
。

　
デ
ュ
ア
ル
ド
の
晶
騨
揚
誰
岡
第
四
巷
の
智
頭
に
あ
る
支
那
憾
犠
紐
一
全
照
…
に
は
》
臨
ぴ
q
賃
。
国
⑦
騰
び
Φ
齢
。
び
鞘
管
貯
簿
　
の
｛
果
隣
に
ウ
ル
ン
叉
は
チ
珂
ル
ナ

河
（
○
二
弓
。
賃
。
芦
。
離
O
げ
。
周
男
神
勺
騨
鋤
）
と
記
せ
る
小
河
が
あ
る
が
、
そ
の
第
九
岡
に
は
同
…
位
置
に
○
醜
雲
霞
斜
と
記
し
て
あ
り
、
上
流
の

》
旨
ぴ
召
還
③
塊
ぴ
忽
。
露
℃
瞠
潜
の
附
近
に
は
ウ
ル
ム
叉
は
チ
望
ル
ナ
河
に
該
當
す
る
河
川
な
く
、
こ
れ
よ
り
上
流
は
鷹
ち
に
Z
Φ
嵩
ρ
℃
騨
鋤

と
な
っ
て
み
る
。
從
っ
て
第
四
懇
の
霧
頭
の
　
翻
に
よ
れ
ば
、
本
漁
岡
の
読
明
の
如
く
ア
ヂ
ゲ
・
ケ
ル
ベ
チ
河
が
閣
境
な
る
こ
と
は
決
定
的
と

な
り
．
、
た
と
へ
本
闘
が
、
そ
の
読
明
及
び
万
丈
と
一
致
せ
し
め
る
た
め
の
表
現
と
す
る
徳
、
現
在
こ
の
問
題
を
考
誰
す
る
に
唯
一
の
資
料

で
あ
る
以
上
、
　
一
慮
こ
れ
に
撫
ら
ね
ば
な
ら
な
、
い
。

　
現
在
の
地
染
に
よ
る
と
昔
の
ア
ン
バ
・
ケ
ル
ベ
チ
河
の
附
近
に
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
が
あ
り
、
そ
の
．
薦
隣
に
チ
ェ
ル
ナ
や
河
が
あ
る
．
而
し

て
こ
の
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
と
、
昔
の
ア
ヂ
ゲ
・
ケ
ル
ベ
チ
河
と
思
は
れ
る
ア
マ
ザ
ー
ル
河
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
延
長
上
よ
り
見
れ
ば
遙
か

に
ア
マ
ザ
ー
ル
河
の
方
が
長
大
で
、
こ
れ
を
小
ケ
ル
ベ
チ
河
と
稻
し
、
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
の
方
を
大
ケ
ル
ベ
チ
河
と
云
っ
た
智
の
河
川
名
と

矛
盾
し
て
罵
る
。
寧
ろ
現
在
の
チ
ェ
ル
ナ
や
河
を
大
ケ
ル
ベ
チ
河
と
し
、
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
を
チ
ェ
ル
ナ
や
河
と
し
た
方
が
適
當
と
考
へ
ら

れ
る
。
し
か
し
斯
る
河
川
名
も
後
蓮
の
如
く
園
境
．
が
大
ケ
ル
ベ
チ
河
に
移
動
し
て
よ
り
後
、
條
文
と
一
致
せ
し
め
る
た
め
に
用
ひ
ら
れ
充

も
の
で
、
少
く
と
も
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
悠
捧
約
締
響
結
當
肺
時
は
、
晶
剛
掲
の
デ
ュ
ア
ル
ド
の
圏
の
如
く
、
ア
ル
グ
ン
忌
日
よ
ゆ
下
流
の
小
ケ
ル
ベ
チ

河
の
申
果
隣
に
チ
ェ
ル
ナ
や
河
が
あ
っ
允
と
鯉
川
せ
ら
れ
、
ケ
ル
ベ
チ
河
の
大
小
嘔
別
…
も
閾
　
境
移
動
後
に
起
つ
疫
名
玉
で
、
小
ケ
ル
ベ
チ
河
こ

そ
本
來
の
．
ケ
ル
ベ
チ
河
で
あ
っ
た
と
湾
へ
ち
れ
る
。

　
　
　
　
＊
ル
チ
ン
ス
〃
翫
嫌
約
の
碑
焼
に
就
て
（
鍛
購
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
為
一
十
六
巻
　
第
一
號
　
　
　
鍼
勲

（57）



　
　
　
率
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
の
鋼
麟
境
に
就
て
（
欝
賦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
晶
ハ
悠
　
　
櫨
叩
…
催
眠
　
　
　
　

蹴
八

　
こ
の
判
一
定
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
八
習
業
献
に
於
n
け
る
閾
　
境
劃
定
の
目
獄
附
よ
の
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
綴
的
は
筆
・
藩
の
愚
考
に
よ
れ
ば
、
ア

ル
バ
ヂ
ン
と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
と
の
閥
の
細
長
き
黒
龍
江
流
域
を
、
そ
の
申
聞
で
露
支
爾
國
に
分
割
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
黒
寵

江
南
蜂
が
ア
ル
グ
ン
河
で
分
割
さ
れ
た
以
上
、
黒
龍
江
北
岸
の
分
鯛
も
、
ア
ル
グ
ン
河
口
附
近
に
流
入
す
る
左
岸
支
流
に
よ
っ
て
分
割
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
考
へ
る
と
、
國
境
劃
定
の
理
論
上
か
ら
も
、
小
ケ
ル
ベ
チ
河
が
本
甲
の
ケ
ル
ベ
チ
河
で
、
黒
言
論
北
岸
を
分
劉

す
る
國
境
河
珊
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
鼠
な
る
。

　
こ
の
國
面
謝
定
の
方
針
を
表
現
し
て
み
る
も
の
は
、
欽
定
盛
京
通
志
の
首
聡
に
あ
る
黒
龍
江
將
軍
所
薦
形
勢
騒
叉
は
同
…
系
統
の
大
清

一
統
志
の
黒
罷
江
岡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
圃
は
康
煕
帝
の
皇
輿
聯
繋
園
系
統
の
地
溜
よ
け
新
し
い
に
も
拘
ら
す
、
そ
の
描
麟
は
至
っ
て
槻

念
的
な
形
態
を
示
し
、
康
煕
帝
が
實
施
し
允
測
圃
と
は
別
系
統
の
地
圓
に
指
し
、
寧
ろ
そ
れ
よ
り
以
前
の
古
地
圃
、
少
く
と
も
ネ
ル
チ
ン

ス
ク
會
議
に
近
き
頃
の
地
圏
を
費
料
と
し
光
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
の
圓
を
見
る
と
額
爾
克
訥
河
と
士
自
薦
巴
齊
河
は
南
北
一
直
線
を
成
し
、
黒
寵
江
と
薩
角
を
な
し
て
み
て
、
こ
の
交
響
、
郎
「
ち
黒
瀞
罷
江

北
岸
、
吉
爾
巴
齊
河
口
東
鴛
に
、
俄
羅
斯
界
碑
の
圓
が
記
さ
れ
て
み
る
。
こ
の
こ
と
は
、
吉
爾
巴
齊
河
が
、
額
爾
克
欝
欝
ど
梱
ひ
…
濾
し
て
、

黒
龍
江
の
河
貧
を
東
西
の
部
分
に
分
割
す
る
が
如
き
位
置
に
あ
る
河
川
と
し
て
、
こ
の
會
議
當
事
者
間
に
理
解
さ
れ
て
み
た
こ
と
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。

　
從
っ
て
爾
國
の
國
境
は
、
ア
ル
グ
ン
河
貰
附
近
の
、
黒
琵
江
左
岸
の
河
川
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
難
か
ら
も
、
硯
在
の
ア
マ
ザ
ー

ル
河
を
ケ
ル
ベ
チ
河
と
し
て
欝
支
爾
國
の
國
境
と
表
現
し
た
耶
蘇
會
士
報
告
の
縦
書
は
誤
り
で
は
な
い
。

（　」rg）



　
た
穿
問
麗
と
な
る
の
は
前
面
の
．
如
く
國
境
界
標
と
思
は
る
」
無
形
腿
が
ア
ル
グ
ン
河
欝
よ
り
上
流
の
黒
龍
江
左
樺
支
流
ア
ン
バ
・
ケ
ル

ベ
チ
河
爲
東
岸
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
料
と
な
っ
た
も
の
は
一
七
一
〇
年
七
月
か
ら
十
月
迄
の
賜
に
康
熊
帝
の
命
に
よ
り
黒
龍
江

地
方
を
測
圓
せ
る
レ
ヂ
ス
（
男
①
駐
ω
雷
孝
恩
）
、
ブ
リ
デ
リ
（
国
鳳
①
幽
飢
嵩
費
謄
）
等
の
耶
蘇
會
士
の
報
告
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
圏
は
こ
の
當

時
の
歌
謡
を
示
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
一
七
一
〇
年
頃
に
は
醜
に
大
ヶ
ル
ベ
チ
河
口
に
界
標
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
藷
っ
て
み
る
。
從

っ
て
本
圃
は
一
方
で
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
從
っ
て
春
期
的
な
國
境
と
し
て
小
ケ
ル
ベ
チ
河
國
境
を
示
し
な
が
ら
、
｝
方
で
は
測
圏
當

時
の
現
實
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
國
境
を
無
意
識
の
中
に
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
、
果
し
て
一
六
九
八
年
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
締
結
當
時
よ
り
　
七
一
〇
年
の
耶
蘇
會
門
出
の
測
圏
の
時
に
至
る
約
二
十

年
間
に
小
ケ
ル
ベ
チ
河
よ
り
大
ケ
ル
ベ
チ
河
に
國
境
が
移
動
し
た
事
實
が
あ
る
か
否
か
の
問
題
と
な
り
、
こ
れ
が
具
羅
的
の
表
親
と
し
て

國
境
界
標
の
移
塙
動
の
問
題
と
な
る
。

　
國
境
界
標
建
設
は
河
川
を
以
っ
て
國
境
と
せ
る
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
於
て
は
必
要
條
件
で
は
な
ぐ
、
ラ
テ
ン
條
丈
に
も
「
若
し
清
帝

陛
下
が
國
境
に
標
誰
を
立
て
之
に
本
漸
落
を
記
す
る
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
清
帝
陛
下
の
叡
慮
に
任
す
べ
し
」
と
あ
り
、
ゲ
ル
ビ
耳
ン

の
β
詔
に
は
「
爾
國
の
親
交
を
永
久
に
記
念
す
る
た
め
に
、
描
…
、
漢
、
ロ
シ
ア
、
ラ
テ
ン
語
に
て
本
條
約
壼
文
を
石
に
勒
し
、
爾
國
閣
の

謝
定
せ
る
國
境
に
立
つ
」
と
あ
り
、
清
朝
語
録
の
康
煕
一
一
十
八
年
十
コ
月
十
四
日
置
條
に
は
、

　
…
・
－
慮
於
議
定
格
爾
丁
丁
河
諸
地
、
石
碑
以
垂
永
久
、
勒
講
漢
字
幡
鎌
羅
斯
嘲
第
訥
難
古
宇
於
上
、
…
－
於
鍛
勒
根
競
龍
江
、
設
官
兵

　
駐
防
、
至
楚
遺
官
立
碑
於
界

　
　
　
ネ
ル
テ
ン
ス
〃
條
約
の
醐
砕
鏡
に
就
て
（
櫓
繍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
瓢
∴
「
六
磐
　
　
第
轡
號
　
　
　
　
狐
九

（59）



　
　
　
率
〃
テ
ン
ス
〃
鎌
約
の
賜
闘
楠
脚
瓢
就
て
ハ
櫓
畷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
轟
一
六
艦
　
　
第
輔
鎌
鋤
　
　
　
　
六
〇

と
あ
わ
、
瓢
湖
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
愈
議
後
、
十
二
月
ま
で
の
間
に
支
那
側
の
手
に
よ
つ
て
…
界
標
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
に
は
界
標
建
設
の
位
置
が
明
か
に
さ
れ
て
み
な
い
が
、
こ
の
界
標
の
議
的
が
、
繭
境
横
断
交
通
路
に
於
け
る
揚
示
級
の
役

隅
を
な
す
圃
境
劃
定
の
鼻
伐
構
酌
尻
隠
謹
上
、
そ
の
鱗
弗
二
段
…
階
に
あ
る
黙
か
ら
考
へ
る
と
（
戴
蕉
）
そ
の
建
設
地
は
、
鵡
剛
揚
…
の
歳
藍
鼠
逓
士
心
の
地
閾
の

如
く
、
そ
の
當
時
の
爾
｝
國
の
交
筆
路
、
繊
国
論
江
沼
岸
に
し
て
、
こ
の
地
帯
を
東
西
に
分
割
す
る
ア
ル
グ
ン
、
ケ
ル
ベ
チ
爾
河
の
交
勲
に
一

個
の
界
標
が
建
設
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
る
に
現
地
に
於
て
は
爾
音
の
位
置
が
相
違
し
て
み
る
の
で
、
比
較
的
明

瞭
な
早
事
江
右
揮
の
大
河
ア
ル
グ
ン
河
よ
り
も
、
左
潔
の
ケ
ル
ベ
チ
河
口
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、
二
十
年
後
の
耶

蘇
愈
士
の
測
圏
の
時
は
、
こ
れ
が
上
流
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
に
移
動
し
て
居
り
、
こ
れ
が
デ
ュ
ア
ル
ド
の
地
酒
に
表
現
さ
れ
允
も
の
と
思
は

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄

　
こ
の
開
…
の
國
境
界
一
覧
移
動
に
得
し
て
は
、
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
は
「
ビ
ェ
シ
ン
グ
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
」
（
切
鈴
ω
o
げ
鍵
ひ
q
．
0
9
一
≦
餌
跡
q
簿
賦
β
Φ
）
の
四
八

八
頁
の
べ
ァ
！
（
じ
d
鋤
鶏
）
の
報
告
を
引
撮
し
て
読
明
し
て
み
る
。
こ
の
人
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
滞
在
中
に
、
こ
の
事
件
に
關
擁
し
た
コ
サ
ッ

ク
よ
り
聞
選
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
（
藁
C
窃

．
印
ち
、
ア
ル
バ
ヂ
ン
の
攻
防
献
載
の
頃
、
　
ロ
シ
ア
軍
に
シ
ェ
レ
ジ
ン
（
G
O
ぴ
①
一
①
ω
h
b
［
）
と
云
ふ
ツ
ン
グ
ー
ス
嵩
の
男
が
居
允
。
彼
は
こ
の
聯
㎜
で

支
那
軍
に
捕
は
れ
允
が
、
逃
亡
し
て
後
に
云
ふ
虞
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
に
至
け
、
其
塵
で
μ
シ
ア
政
』
府
の
保
獅
噛
の
下
に
暮
し
て
ゐ
允
。
虚
が

支
那
當
局
は
彼
が
ロ
シ
ア
領
に
現
れ
た
の
を
知
わ
、
　
買
シ
ア
側
に
こ
の
逃
亡
二
一
の
逮
捕
を
要
求
し
て
來
疫
。
時
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
畏
嘗
プ

ー
シ
キ
ン
（
一
七
〇
三
一
七
年
）
は
止
む
な
く
勲
名
の
コ
サ
ッ
ク
を
派
し
彼
を
逮
捕
し
、
支
那
側
に
引
き
渡
し
た
。
し
か
る
に
再
び
支
那
…
側



に
捕
に
れ
た
シ
ェ
レ
ジ
ン
は
、
支
那
官
憲
に
蓋
し
、
「
決
し
て
宙
分
は
支
那
領
よ
り
逃
亡
し
た
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
自
分
の
居
弧
嬉
腱

慶
爾
國
の
國
境
ケ
ル
ベ
チ
河
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
ど
、
こ
の
上
流
の
左
岸
支
流
を
ケ
ル
ベ
チ
河
と
籍
し
て
、
そ
の
逃
亡
㎜
非
か
ら
搾
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
解
を
支
那
官
憲
は
嬉
ん
で
信
じ
、
そ
の
翌
年
、
こ
の
シ
ェ
レ
ジ
ン
の
案
内
で
所
謂
ケ
ル
ベ
チ
河
に
至
り
、
此
虚
に

界
標
を
建
設
し
た
の
で
あ
っ
か
【
と
去
ふ
。

　
こ
の
話
を
庸
君
と
す
れ
ば
、
一
七
一
〇
年
の
耶
蘇
＾
曾
士
の
測
圏
の
時
、
既
に
界
標
は
、
上
流
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
口
に
存
在
し
、
そ
の
報

告
を
基
と
せ
る
地
圓
類
…
に
、
界
標
が
こ
の
位
置
に
記
入
さ
れ
て
る
る
理
由
も
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
勲
は
疑
問
と
す
る

も
、
か
玉
る
物
語
が
残
さ
れ
た
と
云
ふ
事
…
賞
の
中
に
、
こ
の
頃
、
國
嘗
め
颪
進
が
行
は
れ
た
こ
と
を
推
定
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
が
あ
る

圭
・
れ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
こ
の
こ
と
は
ケ
ル
ベ
チ
河
の
名
聞
…
の
縫
遜
に
現
れ
て
み
る
。
即
ち
・
不
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
當
時
、
何
等
ケ
ル
ベ
チ
河
を
分
け
る
が
如
き
名

流
を
附
し
て
な
く
、
だ
f
一
つ
の
ケ
ル
ベ
チ
河
と
干
せ
ら
れ
て
る
た
も
の
が
、
こ
の
十
八
世
紀
初
頭
以
後
、
大
ケ
ル
ベ
チ
河
と
小
ケ
ル
ベ

チ
河
と
に
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
蕉
來
の
ケ
ル
ベ
チ
河
國
境
と
、
新
設
の
ケ
ル
ベ
チ
葉
桜
境
と
を
合
理
的
に
論
明
す
る
た
め
に
名

づ
け
ら
れ
た
河
川
名
と
考
へ
る
よ
り
理
解
の
方
法
が
な
い
。

、
支
那
側
の
記
録
に
も
、
こ
の
頃
以
後
か
」
る
河
川
名
が
用
ひ
ら
れ
、
乾
鰯
初
期
（
一
七
五
〇
年
代
）
に
評
せ
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
、
「
琵

沙
紀
略
」
に
は

　
…
・
：
今
界
碑
在
物
差
鼻
斑
豊
里
必
齊
河
之
束
…
・
：
黒
龍
江
…
：
・
其
三
界
碑
爾
志
東
也
、
河
塗
込
西
北
蒲
南
入
五
者
九
、
田
阿
集
格
格
里

　
　
　
翠
か
墾
ン
ス
グ
僚
約
の
職
闘
鏡
に
就
て
ハ
紛
“
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄
押
二
山
一
六
巷
　
　
餓
揮
　
鞭
鋤
　
　
　
　
轟
ハ
蝋
　
・



　
　
　
募
享
ン
ス
〃
條
約
の
照
境
に
就
て
（
壌
購
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
雛
六
轡
笹
號
　
六
認

必
齊
、
田
卓
爾
克
籍
、
臼
昂
班
格
里
必
齊
…
…

と
て
、
ケ
ル
ベ
チ
河
を
ア
ヂ
ゲ
・
ケ
ル
ベ
チ
河
と
ア
ン
バ
・
ケ
ル
ベ
チ
河
と
に
…
別
ち
、
明
．
か
に
界
碑
が
上
流
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
東
岸
に
在

る
こ
と
を
物
語
っ
て
み
る
。

　
か
く
て
、
こ
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
は
そ
の
後
爾
國
の
國
境
と
し
て
認
め
ら
れ
、
嘉
慶
十
五
年
（
｝
八
一
〇
年
）
頃
の
作
な
る
「
黒
龍
江
外

記
」
に
は
毎
年
國
境
巡
察
が
賢
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
、
そ
の
際
、
ケ
ル
ベ
チ
河
で
爾
國
官
憲
の
尾
翼
が
行
は
れ
た
こ
と
が
述
べ
て
あ
り
、

ロ
シ
ア
側
も
、
こ
の
大
ケ
ル
ベ
チ
河
の
國
境
を
承
認
し
て
み
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
綴
理
る
（
詮
七
）
。

　
し
か
し
、
　
ロ
シ
ア
の
極
東
再
進
出
が
行
は
れ
始
め
允
十
九
世
紀
中
頃
に
は
既
に
、
こ
の
地
の
界
標
は
存
在
し
て
み
な
か
っ
た
ら
し
く
、

一
八
五
三
年
、
穏
シ
ア
外
務
當
局
の
界
標
建
設
の
要
求
に
製
し
て
、
溝
朝
組
局
は
「
格
談
議
齊
河
…
序
の
黒
驚
江
左
岸
に
國
界
標
を
建
て
ん
し

と
回
答
し
て
み
る
の
で
も
明
か
で
あ
る
（
註
八
）
。

　
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
修
旧
約
の
結
果
、
縫
陶
設
さ
れ
た
…
界
標
は
、
ケ
ル
ベ
チ
河
口
東
山
犀
一
個
の
み
で
あ
っ
一
こ
と
は
、
そ
の
界
標
建
設
の
出
忌
蒜
卵
よ

り
も
推
定
さ
れ
る
虚
で
あ
る
が
、
ア
ル
グ
ン
河
灯
及
び
外
興
安
嶺
の
界
標
の
問
題
が
残
さ
れ
て
み
る
。

　
ア
ル
グ
ン
河
口
の
界
標
に
就
て
記
し
た
最
∵
も
黒
い
記
録
は
十
三
三
十
工
年
の
欽
定
皇
朝
通
志
金
石
略
で
あ
る
。

r
御
製
輿
俄
羅
斯
定
約
分
界
碑
丈
、
康
煕
二
十
九
年
國
書
行
書
俄
羅
斯
蒙
古
捷
提
五
種
書
額
璽
一
軍
河
摩
崖

と
あ
り
、
同
じ
頃
の
乾
隆
十
三
緯
圏
に
は
安
巴
格
爾
必
齊
必
拉
の
河
口
東
岸
と
額
爾
尿
毒
必
拉
の
河
口
西
岸
に
界
標
の
塔
一
直
が
描
か
れ

て
み
る
。
そ
の
後
こ
の
系
統
を
受
け
た
地
騒
は
皆
こ
の
二
箇
所
に
界
標
が
記
入
さ
れ
て
る
る
。
再
選
二
十
年
の
申
俄
婚
約
謝
刷
注
に
は
銭
掬

（　｛i｝2　）



は
今
額
爾
命
毛
界
碑
索
然
虚
心
と
論
明
し
て
居
吟
、
近
代
ま
で
こ
れ
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
ひ
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

　
し
か
ら
ば
何
時
こ
れ
が
建
設
さ
れ
た
の
で
ら
う
か
、
皇
朝
通
志
に
は
康
熈
二
十
九
年
と
書
い
て
あ
る
が
、
十
八
世
紀
初
期
の
詑
録
に
こ

れ
が
見
ら
れ
な
い
塵
を
見
る
と
こ
れ
は
疑
し
い
。
恐
ら
く
は
乾
隆
初
期
よ
り
中
期
に
至
る
間
に
、
ア
ル
グ
ン
河
圓
境
を
明
瞭
な
ら
し
め
る

た
め
に
、
追
加
建
設
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
建
設
位
澄
が
河
町
西
岸
の
憶
シ
ア
領
で
あ
る
こ
と
は
注
蔑
に

値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
質
シ
ア
側
の
手
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
的
れ
る
。

　
次
に
支
那
側
の
手
に
よ
砂
一
方
的
に
建
設
さ
れ
距
と
考
へ
ら
れ
る
界
擦
が
、
東
北
の
山
嶺
に
あ
る
．
、
こ
れ
は
康
熊
末
年
の
作
と
考
へ
ら

れ
る
…
揚
霞
の
柳
邊
紀
略
に
あ
る
。
次
の
如
き
記
蓮
で
あ
る
。

　
威
伊
克
阿
林
極
東
大
鑑
也
、
康
煕
庚
午
輿
阿
羅
斯
分
界
、
天
子
命
手
記
、
旗
固
山
額
眞
堅
餅
等
分
三
道
独
観
之
、
一
献
雛
鳥
剛
入
、
一
從

格
林
必
菱
、
捷
北
海
葵
、
覧
篤
霧
麟
大
、
轟
無
季
潔
洲
阿
羅
斯
喀
爾
喀
文

　
こ
れ
に
就
て
は
曹
廷
蒸
が
そ
の
東
北
擾
防
寒
要
務
工
に
若
鳥
地
孜
と
し
て
考
誰
し
て
居
り
、
威
伽
克
阿
林
に
就
て
は

　
蔵
品
克
己
林
、
在
混
同
江
南
岸
替
鞘
泪
下
、
今
其
地
名
早
瀬
即
興
伊
克
阿
林
之
合
苦
、
界
碑
魏
然
樹
存
、
並
有
一
碑
、
額
日
永
霧
寺
亦

　
勒
浦
蒙
漢
数
罷
字

と
あ
り
、
今
の
ト
イ
ル
と
し
て
み
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ば
疑
は
し
く
、
界
碑
魏
然
倫
存
と
灘
揖
き
な
が
ら
、
永
霧
下
書
の
記
述
に
比
し
て
簡

軍
で
あ
り
、
こ
れ
恐
ら
く
宜
徳
八
年
の
永
轟
三
筆
修
碑
の
誤
解
な
ら
ん
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
の
曹
廷
蒸
よ
ウ
七
十
六
年
前
の
丈
化
六
年
（
一
八
〇
九
年
）
こ
の
碑
を
獲
見
し
変
閥
宮
林
藏
は
、
そ
の
東
腱
紀
行
霧
之
上
に

　
　
　
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
飾
同
一
胸
の
酎
襯
境
に
晶
就
て
（
櫓
鶏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴
瓢
　
十
六
巷
　
第
一
㎜
搬
　
　
　
六
薫

（63）
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む
も
云
甲
斐
な
慰
事

て
黒
糠
脚
江
に
歪
つ
た

　
　
　
率
ル
チ
ン
ス
ク
鎌
紛
の
麟
境
に
就
て
（
櫓
照
）

其
維
界
（
雄
シ
ア
の
維
界
）
の
詳
を
極
め
さ
ら
む

と
あ
る
如
く
、
露
溝
國
境
調
鷹
を
主
囲
的
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
山
脚
巷
　
　
餓
埋
…
曲
號
　
　
　
　
　
編
ハ
溝
・

纂
と
思
ひ
、
、
幾
年
此
麗
に
有
共
琵
罪
跡
繕
界
を
極
む
べ
し
と
決
し

た
彼
が
、
サ
ン
タ
コ
エ
に
於
て

　
軽
量
腿
の
河
…
隠
事
琶
薦
｛
に
黄
土
極
一
の
石
碑
二
重
ハ
を
立
、
林
藏
輪
暑
中
よ
り

の
遠
眺
な
れ
ば
丈
字
は
彫
刻
せ
る
や
否
を
知
膨
す

と
こ
の
二
碑
を
兇
た
る
に
も
掬
ら
す
、
何
等
國
境
界
碑
と
し
て
の
注
意

を
佛
っ
て
み
な
い
の
で
も
、
曹
氏
の
考
謎
の
誤
り
が
明
か
で
あ
る
。
し

か
し
闇
宮
林
藏
が
、
黒
寵
江
隣
鰍
く
地
に
、
露
三
図
境
あ
る
べ
し
と
の
推

定
は
、
誤
り
で
は
な
か
っ
た
。

　
大
羅
こ
の
地
方
の
國
境
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
隠
約
で
未
定
に
淺
さ
れ
た

地
域
で
あ
っ
て
、
ラ
テ
ン
弓
丈
で
は

　
ウ
ヂ
（
＜
8
河
と
此
由
朕
（
外
興
安
嶺
）
と
の
間
に
あ
る
地
方
及
び
海

　
に
注
ぐ
諸
河
の
藤
界
は
暫
く
未
解
決
の
儘
に
放
置
し

と
し
て
騰
…
り
、
こ
の
地
域
に
關
す
る
地
理
的
知
識
の
不
足
と
、
爾
…
闘
門
の

交
通
未
四
達
の
た
め
強
ひ
て
こ
の
際
國
境
を
劃
定
す
る
必
要
を
認
め
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
地
域
に
界
標
建
設
の
必
要
な
く
、

（　6・1　）



も
し
建
て
た
と
す
れ
ば
、
支
那
側
が
｝
方
的
に
、
霞
己
の
文
化
圏
を
限
定
す
「
る
海
め
に
補
漉
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
國
境
劃
定
の
狡
術

蘭
獲
展
上
、
そ
の
第
～
段
階
に
磁
…
す
る
界
標
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
晶
醗
楊
…
の
稗
魚
雷
路
に
あ
る
威
M
耕
克
阿
三
界
碑
の
記
蓮
も
、
曹
廷
茶
の
考
讃
に
あ
る
如
く
、
た
欝
一
つ
の
無
血
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、

康
煕
二
十
九
年
、
圃
由
、
額
眞
、
巴
海
等
が
鰹
鳥
劇
（
橋
上
は
呑
河
と
し
て
み
る
が
疑
問
）
、
格
両
三
拉
（
蒔
氏
は
二
重
河
と
し
、
硯
在
の

ゴ
リ
ン
河
）
、
北
海
（
曹
氏
は
索
倫
河
東
海
難
と
し
、
現
在
の
ト
ウ
グ
ル
灘
）
の
三
道
よ
り
奥
地
に
入
ゆ
、
減
伊
克
阿
林
（
ゴ
リ
ン
河
と
ト
ウ

グ
ル
灘
と
の
中
間
の
山
脈
は
現
在
、
ウ
セ
・
ア
リ
ン
、
ア
ム
・
ア
リ
ン
と
辮
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
漠
然
と
外
興
安
嶺
の
東
方
延
長
と
解
す

べ
き
で
あ
ら
う
）
に
達
し
、
各
自
そ
の
山
上
に
踏
査
記
念
の
標
識
を
淺
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
清
朝
實
録
懇
七
隅
三
の
乾
隆
三
十
年
八
月
の
條
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
其
黒
三
江
城
與
総
懸
斯
接
壌
麗
有
二
輪
出
、
延
亙
至
海
、
亦
断
難
乗
馬
楡
越
、
第
自
康
烈
二
十
九
年
、
総
懸
羅
欺
定
界
、
査
勘
三
河
源

後
、
從
來
独
査
、

と
あ
り
、
と
の
威
伽
克
詞
林
踏
盗
定
宿
を
物
語
る
も
の
と
田
心
は
れ
る
が
、
界
標
に
就
て
は
述
べ
て
み
な
い
。

　
清
季
外
交
史
料
雀
七
七
所
載
の
無
寵
江
特
軍
令
鐘
等
の
早
霜
（
光
緒
十
四
年
八
月
）
に
は

　
膚
精
窓
司
里
三
豊
克
’
河
風
鵡
際
河
爾
［
力
木
“
遺
河
牛
愛
河
爾
勒
莫
麓
聯
立
細
細
封
堆
、
偏
母
凝
議
閏
布
一
特
陰
繍
…
管
、
輪
派
｛
憾
丘
ハ
巡
査
、
均
爲
防
俄
籍
…
擾
面

　
設
、
歴
由
乾
隆
三
十
年
董
道
光
二
年
陸
綾
奏
明
、
漉
照
辮
理
在
案

と
あ
む
て
、
乾
隆
三
十
年
よ
り
以
後
、
ゼ
ー
や
河
、
セ
レ
ム
ジ
や
河
、
プ
レ
ー
ヤ
河
上
流
方
面
の
巡
察
が
實
施
せ
ら
れ
、
こ
れ
等
の
地
方

　
　
　
率
卿
チ
ン
ス
ク
鎌
約
の
翻
酬
鋳
凶
に
論
就
て
眠
目
濁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯵
二
十
六
巻
　
　
篇
［
榊
號
　
　
　
　
六
五



　
　
　
ネ
レ
チ
ン
ス
ク
臨
鎌
約
の
麟
簸
調
に
就
て
（
欝
購
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
牽
六
雀
　
第
噌
號
　
　
　
六
六
、

に
六
個
の
甜
封
…
堆
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
み
る
。
．

し
か
る
に
天
四
四
年
（
道
光
二
＋
四
年
）
、
と
の
方
強
を
調
査
し
な
、
・
、
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
は
、
ぜ
ー
や
河
上
流
で
徳
、
セ
レ
ム
ジ
や
河

｛力

�
ﾅ
二
個
、
プ
レ
：
ヤ
河
上
流
…
で
一
…
個
、
　
ト
ウ
グ
ル
河
上
流
で
一
個
、
計
六
儒
…
の
國
…
境
界
標
を
獲
門
兇
し
飛
と
報
爪
貨
し
て
み
る
（
註
解
v
。
　
こ

れ
は
前
述
の
封
堆
の
こ
と
x
思
は
れ
る
が
、
そ
の
報
告
に
も
「
人
間
の
背
位
の
高
さ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
式
に
小
石
を
積
み
重
ね
た
石
器
」
と

記
し
で
居
り
、
こ
の
封
堆
と
は
蒙
古
の
郷
∵
博
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
の
封
堆
の
意
義
を
論
明
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
資
料
と
し
て
黒
裳
着
外
紀
の
森
下
の
察
邊
の
條
に

　
…
…
各
書
名
月
日
於
木
牌
、
痙
由
上
、
明
年
察
擾
鎌
取
蹄
、
以
呈
外
需
副
都
議
、
叉
各
痙
木
牌
、
以
備
後
霊
智
馳
、
此
設
定
側
、

と
あ
り
、
脚
ち
こ
の
封
堆
は
國
境
地
帯
巡
察
者
が
、
輿
地
に
實
際
に
至
り
巡
察
を
實
施
せ
る
こ
と
を
欝
欝
立
て
る
た
め
に
、
巡
察
記
録
を

埋
藏
し
、
以
っ
て
翌
年
の
巡
察
者
に
聯
絡
す
る
た
め
に
胴
ぴ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
、
、
、
ツ
デ
ン
ド
ル
フ
も
、
そ
の
附
近
の
木
の
枝

に
巡
察
記
録
を
記
せ
る
木
板
が
馬
毛
で
掛
け
て
あ
っ
た
と
記
し
、
こ
の
封
堆
の
意
義
を
無
籍
の
中
に
論
明
し
て
み
る
。

　
從
っ
て
、
こ
れ
等
の
封
堆
は
嚴
籍
な
意
味
に
於
て
界
標
と
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
の
文
化
幽
を
麟
主
的
に
印
し
づ
け
る
標

識
で
あ
っ
て
、
何
等
國
際
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
假
ひ
そ
の
間
に
特
約
上
の
國
境
が
協
定
さ
れ
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

國
境
爾
側
は
無
所
凝
の
珍
聞
地
精
を
な
し
て
實
際
上
、
國
境
地
帯
を
形
難
し
、
謡
講
は
こ
の
乱
塾
地
帯
と
丈
化
幽
と
の
限
界
を
表
示
し
て

み
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
の
方
面
の
即
身
は
、
か
玉
る
國
境
．
地
帯
の
段
階
に
あ
・
る
關
境
で
あ
っ
て
、
寵
愛
交
麺
の

（Gの



集
書
達
の
當
時
に
於
て
は
、
こ
れ
を
以
っ
て
充
分
満
足
し
得
る
歌
態
で
あ
っ
海
の
で
あ
る
。
ウ
ヂ
河
流
域
の
乗
劃
定
地
域
も
、
條
丈
に
明

記
さ
れ
允
國
境
地
帯
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
の
主
日
的
な
る
、
ア
ム
：
ル
路
溝
岸
の
國
境
翻
定
は
、
既
に
線
的
な
学
才
を
必
要
と
す
る
程
の

爾
…
國
交
渉
が
こ
の
交
通
路
に
濃
っ
て
行
｝
は
れ
、
從
っ
て
比
較
的
詳
綿
…
な
地
理
酌
伽
識
－
の
基
礎
の
下
に
、
ア
ル
グ
ン
、
ケ
ル
ベ
チ
爾
…
河
に
よ

っ
て
こ
の
交
通
地
幣
の
分
前
が
行
は
れ
、
こ
れ
が
標
識
と
し
て
國
境
界
標
が
ケ
ル
ベ
チ
河
欝
に
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
の

後
、
大
ケ
ル
ベ
チ
河
に
M
國
境
が
褥
掘
進
し
、
界
標
も
務
｝
動
せ
ら
れ
、
更
ら
に
、
ア
ル
グ
ン
無
想
に
も
界
標
が
繍
…
立
せ
ら
れ
、
か
く
て
、
こ
の

方
面
の
國
境
は
自
然
の
河
流
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
的
詳
細
な
線
的
國
境
が
維
持
せ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
．
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
）

蝕
圃
　
　
拙
稿
、
　
溝
盟
捌
西
北
境
に
於
け
り
る
船
雌
三
論
父
渉
（
瀧
齢
蟷
瓢
脚
査
耳
門
い
、
　
一
略
和
十
山
ハ
年
一
臼
〃
）

　
②
O
＆
口
受
。
野
鶏
隔
日
。
ハ
ま
雪
（
野
鶏
無
産
勾
ま
ω
貯
噸
鋒
。
凝
。
薮
”
Ω
旨
鉾
く
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＝
・
や
路
β
受
配
⑦
N
o
3
薫
麟
謹
導
鑓
唱
。
脇
ズ
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鴎
夢
Φ
旨
翫
両
餌
・
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H
8
①
．
（
¢
ご
鋤
α
山
色
質
。
や
巳
θ
・
＜
o
ド
H
’
唱
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δ
ご
園
①
鑓
①
N
o
舞
寓
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唱
9
誓
Φ
門
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凝
陣
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崎
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瞳
銘
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↓
o
薯
ロ
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零
ぼ
昌
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陰
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嵩
O
陽
（
切
鋤
伽
儀
①
貯
”

　
　
　
O
や
鼠
酔
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＜
O
ピ
頃
℃
．
Q
◎
鱒
⑦
ソ
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∪
篇
譲
9
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冠
曾
U
Φ
ω
9
言
瓜
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雛
O
伽
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磯
鑓
や
㌶
ρ
ρ
ρ
色
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質
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剛
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臓
ρ
賃
や
℃
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β
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ρ
驚
覧
θ
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目
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一
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ヨ
豆
冨
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Φ
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Ω
μ
貯
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α
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囲
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舞
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臨
o

O
ぴ
一
昌
O
冒
Φ
●
℃
鋤
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ω
・
一
刈
ω
9

↓
希
銭
Φ
ω
げ
の
署
①
鼠
Ω
翫
鋤
鋤
鼠
閃
。
琶
讐
ω
邸
＄
＜
o
ド
同
も
，
ω
－
§

拙
稿
瀧
洲
東
蔀
囲
境
の
諸
問
題
（
瀧
餓
調
査
月
報
、
昭
和
十
隅
年
三
層
）

図
餌
毒
5
ω
8
ぎ
”
8
7
Φ
菊
拐
ω
鐵
器
。
嵩
昏
Φ
諺
ヨ
霞
団
b
o
コ
α
o
P
お
①
一
℃
や
の
メ

挙
殉
チ
ン
ス
ク
條
約
の
顛
麟
境
に
就
て
（
櫓
爾
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄
鮒
謡
十
六
巷
　
　
面
一
瞳
錨
　
　
　
　
六
七
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塾
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チ
ン
ス
ク
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約
の
麟
癬
瓢
に
就
て
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櫓
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）

第
二
十
六
巻
　
　
第
一
號

六
八

黒
麟
膳
江
外
訊
巻
下

察
漫
看
既
至
格
爾
畢
齊
河
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鵜
薫
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先
來
編
袴
以
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醜
…
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